	多賀町緊急通報システムのあらまし

～利用者・協力員の手引き～
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多　賀　町

はじめに

　日頃、高齢者・障害者福祉について、ご理解とご協力をいただき心からお礼申し上げます。

　この手引きは、緊急通報システムのしくみと、協力員としてご協力いただくうえで必要なことを簡単にまとめたものです。
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　これからご利用・ご協力いただくときに役立てていただければ幸いです。

１．　緊急通報システムの目的
　わたくしたちにとって、健康は最大の関心事です。

　とりわけ、ひとり暮らしなどの高齢者・障害者の方々の「もし病気になったらどうしよう」「事故が起きたらどうしよう」という心細さは、想像をこえるものがあると思われます。

　このシステムは、急病などの緊急事態に陥ったとき、胸にかけたペンダントか押しボタンを押すだけで緊急通報受信センター（大阪ｶﾞｽｾｷｭﾘﾃｨｻｰﾋﾞｽ）に通報され、「協力員」のみなさま方をはじめとした地域の協力体制により救助される仕組みです。
また、ひとり暮らしなどの高齢者・障害者の方々の“いざ！”と

いうときの不安感と心細さをやわらげ、“自分が生まれ、育ち、生活してきたところで生涯安心して生活したい”という願いにこたえようとするものです。
２．システムを利用するには

　緊急通報システムは、高齢者・障害者なら誰でも利用していただけるものではありません。対象となる条件を満たしておられる方で、

必要に応じて利用していただくものです。

対象者

①　６５歳以上で一人暮らし

②　６５歳以上で高齢者夫婦のみの世帯

③　ひとり暮らしの在宅重度身体障害者

④　世帯が在宅重度身体障害者のみで成立している世帯

　以上のほかに特に必要と認められる場合利用していただけることもあります。

　また、上記のうち世帯員のいずれか一人または全員が、寝たきりや移動が不自由で自ら救援を求めていくことが困難な方が優先となります。
申　請
　多賀町緊急通報システム利用申請書および同利用者承諾書に協力

員3人の多賀町緊急通報システム協力員承諾書を添付し、民生委員の署名、捺印のうえ提出していただきます。

異　動
　利用者に下記のような異動があった場合速やかに機器の返却をお願いします。

　①　「対象者」の条件に該当しなくなったとき

　②　システムの利用を辞退するとき

　③　利用者が長期入院または施設に入所したとき

　④　利用者が死亡したとき

　⑤　利用者が転居、転出したとき

　また、利用者の親族（緊急時連絡先）や、協力員に異動があった

場合は、変更の届け出をしてください。

３．緊急通報システムのしくみ

緊急通報システムとは･･･
　携帯用無線発信機（ペンダント）および緊急通報用端末機を高齢者に貸与するとともに、受信センターを通じて、緊急の対応が必要と認められた高齢者に対し、すみやかに緊急活動を行う制度です。

緊急通報システムのしくみ
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　　　　　　　　　　　①　緊急通報
　　　　　　　　　　　②　状況確認
　　　　　　　　　　
　　　

③確認に出向く確認要請
　　　　　　　　　　　④通報・報告
　　　　　　　　　　
緊急通報システムの手順
　①　利用者に緊急事態が生じた場合、「緊急ボタン」または「ペンダント」を押すと「緊急通報受信センター（大阪ｶﾞｽｾｷｭﾘﾃｨｻｰﾋﾞｽ）」へ緊急通報が入ります。

　②　緊急通報を受信したセンターは、対象者（利用者）へ「何が発生したのか」の確認をします。
　③　利用者からの確認がとれない場合、協力員へ利用者の「状態確認」を依頼します。

　④　協力員は利用者宅に出向き、状態の確認を行います。

　⑤　協力員は利用者の状態を確認後、受信センターへ通報（報告）します。
※緊急通報用端末機の「緊急ボタン」を押すと受信センターと

話すことができます！
　⑥　利用者の状態により、受信センターが消防署等へ出動要請します。
　　※基本的には、協力員から消防署等へ連絡していただく必要は

ありません。

４．協力員の役割

　「緊急通報システムのしくみ」からおわかりのように、協力員はこのシステムの中でとても大切な役割が期待されています。
（１）緊急事態の活動
　緊急通報受信センター（大阪ｶﾞｽｾｷｭﾘﾃｨｻｰﾋﾞｽ）から安否確認を依頼する電話が入ったときは急いでかけつけてください。鍵を預かっている場合は忘れずに！

　①緊急事態が発生していたとき
　　病気やけが等の場合、状況を受信センター（大阪ｶｾｷｭﾘﾃｨｻｰﾋﾞｽ）に通報してください。脳溢血など症状によって身体を動かしてはいけない場合があります。

鍵がなくて入り口、窓等を壊さないと入室できない場合、できるだけ家

主、管理人、警察官（１１０番）などの立ち会いを求めてください。

　　なお、このようなときに破損を生じても、協力員の責任を問わない約束

になっています。

　②緊急事態でなかったとき
　　かけつけて、誤報等緊急事態でなかった場合にも、緊急通報受信センタ
　ー（大阪ｶﾞｽｾｷｭﾘﾃｨｻｰﾋﾞｽ）へその旨連絡してください。
（２）鍵の保管

　利用者の家の鍵を保管するよう依頼される場合があります。これは、いざというときに入室されるためのものです。紛失しないように大切に保管してください。

※利用者との信頼関係をそこなわないよう、利用者のプライバシーには十分

　な配慮をお願いいたします。
５．関係機関一覧

	名　　　称
	電　話　番　号
	備　　考

	消防署
	１１９
	

	警察署
	１１０
	

	彦根市消防本部
	２２－０１１９
	

	彦根市消防署北分署
	２３－０１１９
	

	彦根市消防署南分署
	４３－５６７０
	

	彦根市消防署犬上分署
	３８－３１３０
	

	多賀町福祉保健課
	４８－８１１５
	

	大阪ｶﾞｽｾｷｭﾘﾃｨｻｰﾋﾞｽ
	06-6303-4055
	






利　用　者





緊急通報受信ｾﾝﾀｰ





（大阪ｶﾞｽｾｷｭﾘﾃｨｻｰﾋﾞｽ）








協　力　員








